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牛寺　別　言己　事

オ
イ
シ
ョ
ン

審
査
報
告

ゴ
ウ
君
学
位
請
求
論
文

　
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
留
学
生
オ
イ
シ
ョ
ン
ゴ
ウ
（
O
o
一
ω
『
0
5
鵬

O
e
）
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
「
国
際
人
口
移
動
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ー
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
で
働
く
日
本
人
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

観
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
1
」
は
、
彼
女
が
修
士
論
文
「
国
際
移
動
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
1
滞
日
高
学
歴
中
国
人
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
観
の
事

例
調
査
1
」
と
同
様
の
関
心
か
ら
出
発
し
て
、
ア
ジ
ア
地
域
で
働
く

日
本
人
女
性
五
〇
人
以
上
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
結
果
か
ら
、
論

文
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
の
構
成

論
文
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
　
国
際
移
動
と
日
本
人
女
性

　
第
1
節
　
問
題
提
起

　
第
2
節
　
研
究
方
法
と
デ
ー
タ
収
集

　
第
3
節
　
研
究
範
囲

　
第
4
節
　
論
文
構
成

第
1
章
　
国
際
人
口
移
動
論
と
移
住
日
本
人
女
性
に
関
す
る
先
行
研
究

　
第
－
節
　
国
際
人
口
移
動
理
論
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
第
2
節
　
日
本
人
女
性
の
国
際
人
移
動
－

　
第
3
節
　
日
本
人
女
性
の
国
際
人
移
動
H

　
第
4
節
　
社
会
化
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
理
論

第
2
章
　
現
代
日
本
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
タ
ー
役
割

　
第
1
節
　
日
本
家
族
に
お
け
る
女
性
の
役
割

　
第
2
節
　
日
本
社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
高
等
教
育

　
第
3
節
　
日
本
社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
就
労

　
第
4
節
　
日
本
人
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識

第
3
章
　
日
本
人
女
性
と
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
に
お
け
る
現
地
採
用
化

　
第
－
節
　
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
企
業
進
出
と
日
本
人
の
雇
用
実
態

　
第
2
節
　
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
の
経
済
と
社
会
状
況
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

　
　
ダ
ー
問
題

　
第
3
節
　
本
研
究
の
調
査
対
象
者

第
4
章
　
日
本
人
女
性
の
移
住
過
程
ー
背
景
と
動
機
－

　
第
1
節
　
出
身
家
族
背
景
と
家
庭
教
育

　
第
2
節
　
日
本
で
の
職
場
経
験

　
第
3
節
　
移
住
動
機
の
類
型

第
5
章
　
移
住
後
の
生
活
変
容
－
戦
略
と
意
味
i

　
第
－
節
　
移
住
女
性
の
職
場
生
活
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第
2
節
　
移
住
女
性
の
家
庭
生
活

　
第
3
節
戦
略
と
問
題

　
第
4
節
海
外
移
住
の
意
味

第
6
章
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
の
変
容
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
事
例
分
析

　
第
1
節
　
海
外
移
住
す
る
以
前
の
意
識

　
第
2
節
　
海
外
へ
移
住
し
た
後
の
意
識

　
第
3
節
　
意
識
変
化
の
要
因

　
第
4
節
　
ま
と
め

終
章
　
ア
ジ
ア
に
お
け
る
移
住
女
性
の
比
較
社
会
学
に
向
け
て

　
第
1
節
　
本
論
文
の
成
果

　
第
2
節
　
研
究
の
限
界
と
今
後
の
課
題

二
　
本
論
文
の
概
要

　
本
論
文
の
主
要
な
目
的
は
、
海
外
で
の
就
職
や
海
外
で
生
活
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
選
択
の
幅
が
広
が
っ
て
き
た
今
日
に
お
い

て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
高
学
歴
日
本
人
女
性
の
移
住
過
程
及

び
移
住
生
活
体
験
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
欧
米
の
先
進
諸

国
に
留
学
な
ど
を
目
的
と
し
て
移
動
す
る
高
学
歴
移
住
者
の
行
動
と

異
な
り
、
ア
ジ
ア
の
大
都
市
圏
に
移
動
す
る
日
本
人
女
性
の
場
合
に

は
、
労
働
す
る
と
い
う
自
律
的
な
行
動
を
伴
う
た
め
に
、
移
動
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
プ
ッ
シ
ュ
と
プ
ル
の
諸
要
因
が
働
い
て
い
る
の
か

が
探
究
さ
れ
て
い
る
。
海
外
で
働
く
当
事
者
た
ち
へ
の
詳
細
な
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
移
住
女
性
た
ち
が
経
験
し
た
日
本
と
移
住
国
、

両
国
で
の
職
場
と
家
庭
に
お
け
る
生
活
体
験
を
調
査
し
、
さ
ら
に
ホ

ス
ト
社
会
で
生
き
抜
く
た
め
の
様
々
な
戦
略
や
意
味
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
の
主
な
問
題
提
起
は
、
移
住
女
性

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
ホ
ス
ト
社
会
で
ど
の
よ
う
な

影
響
を
受
け
て
変
化
し
、
ま
た
は
持
続
し
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
国
際
移
動
が
、
女
性
の
生
き
方
及
び
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
こ
う
し
た
疑
問
を
、
本
研

究
の
移
住
日
本
人
女
性
の
移
住
過
程
と
生
活
に
関
す
る
調
査
か
ら
明

ら
か
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
移
住
女
性
た
ち
は
、
生
活
者
か
つ
労
働

者
と
し
て
様
々
な
社
会
の
仕
組
み
の
中
で
規
範
や
文
化
に
制
限
さ
れ

な
が
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
と
就
労
観
が
再
社
会
化
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
女
性
移
住
者
た
ち
は
、
二
つ
の
社
会

に
お
け
る
仕
事
と
家
庭
の
領
域
で
の
体
験
は
貴
重
で
あ
り
、
社
会
・

文
化
面
や
雇
用
と
生
活
環
境
の
両
面
に
お
け
る
変
化
に
よ
っ
て
、
意

識
の
変
容
が
現
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
の
で

あ
る
。
日
本
人
女
性
移
住
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
の

変
容
を
通
し
て
、
日
本
社
会
と
ホ
ス
ト
社
会
の
実
態
を
反
映
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
本
研
究
の
実
証
的
な
調
査
に
よ
っ
て
、
日
本
人
女
性
移
住
者
が
、

日
本
か
ら
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
へ
の
移
動
・
移
住
を
通
し
て
ホ
ス
ト
社
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会
に
適
応
す
る
過
程
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
i
意
識
が
変
容
し
て
い
く
と
い

う
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
部
の
日
本
人
女
性
対
象
者
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
観
が
再
社
会
化
さ
れ
、
流
動
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女

た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も

大
き
く
揺
ら
い
で
き
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
の
一
部
の
対
象
者
は
、

キ
ャ
リ
ア
意
識
が
再
強
化
さ
れ
、
自
己
実
現
や
キ
ャ
リ
ア
を
追
求
す

る
に
至
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
日
系
企
業
で
働
く
A

さ
ん
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
二
人
の
子
供
を
出
産
し
た
後
も
、
外
国
人

の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
や
ナ
ー
サ
リ
ー
（
託
児
所
）
に
預
け
て
、
職
場

に
復
帰
し
て
お
り
、
日
本
で
は
性
別
役
割
分
業
意
識
が
強
か
っ
た
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
母
親
意
識
が
や
や
弱
ま
っ
て
、
そ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

観
が
変
容
し
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
九
人
の
意
識
の
変
容

の
事
例
と
二
人
の
意
識
の
持
続
の
事
例
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
本
論
文
は
、
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
で
は
、

第
－
章
か
ら
第
3
章
に
か
け
て
、
マ
ク
ロ
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
理

論
的
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
－
章
で
は
、
｝
九
八
○
年
代
以

降
、
国
際
人
口
移
動
理
論
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
一
つ
の
変
数

と
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
展
途
上

国
か
ら
国
際
移
動
を
行
っ
た
非
・
半
熟
練
の
女
性
移
住
者
に
注
目
す

る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
研
究
で
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
内
に

国
際
移
動
を
行
っ
た
高
学
歴
層
の
日
本
人
女
性
移
住
者
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
既
存
の
先
行
研
究
を
考
察
し
、
海
外
に
在
住
し
て
い
る
日

本
人
女
性
を
特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
研
究
す
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
社
会
学
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
理
論
に
よ
る
と
、
男

女
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
は
、
第
一
次
及
び
第
二
次
社
会
化
を
経
て
形

成
さ
れ
て
い
く
。
異
な
る
社
会
と
文
化
圏
に
移
住
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
移
住
女
性
が
持
つ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
再
社
会

化
の
過
程
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
移
住
女
性
の
家
庭
と
仕
事

に
関
す
る
役
割
の
変
容
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
第
2
章
で
は
、
本
研
究
の
調
査
対
象
者
が
、
移
住
す
る
以
前
に
持

っ
て
い
た
、
日
本
の
社
会
背
景
と
文
化
に
つ
い
て
概
観
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
分
業
は
家
族
、
学
校
、

職
場
と
い
っ
た
様
々
な
領
域
で
定
着
し
、
そ
れ
に
は
核
家
族
に
よ
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
専
業
主
婦
の
大
衆
化
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
し
か

し
、
第
三
次
産
業
の
発
展
に
伴
い
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
実
施

さ
れ
、
日
本
人
女
性
の
就
業
率
が
次
第
に
増
加
し
て
き
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
人
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
が
、
主
に
専
業
主
婦
か
ら
、

再
就
業
、
継
続
就
業
な
ど
へ
と
多
様
化
し
て
き
た
。

　
こ
の
二
〇
年
余
り
の
間
に
、
日
本
の
社
会
変
動
を
経
て
、
女
性
の

変
化
が
著
し
く
進
ん
で
き
た
。
社
会
全
体
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役

割
分
業
に
対
し
て
、
否
定
し
て
き
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
育
児
の
役
割
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は
依
然
と
し
て
主
に
女
性
の
役
割
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
社
会
シ
ス
テ

ム
が
変
革
し
な
い
ま
ま
、
特
に
企
業
に
お
け
る
長
時
間
労
働
に
よ
っ

て
、
男
性
は
生
産
役
割
、
女
性
は
再
生
産
役
割
に
偏
る
傾
向
が
強
い

の
で
あ
る
。

　
第
3
章
で
は
、
本
研
究
が
取
り
扱
う
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
と
日
本
と

の
関
連
を
把
握
す
る
。
一
九
八
○
年
代
以
降
、
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
の

経
済
発
展
に
伴
い
、
数
多
く
の
多
国
籍
企
業
が
進
出
し
、
一
九
九
七

年
ま
で
に
、
日
系
企
業
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
大
都
市
へ
の
投
資
金
額

と
数
が
次
第
に
増
加
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
大
都
市

に
お
い
て
日
本
人
に
関
す
る
採
用
と
募
集
が
年
々
増
え
て
い
る
。
日

本
人
の
雇
用
形
態
は
、
従
来
の
日
本
人
男
性
の
「
駐
在
員
」
か
ら

「
現
地
採
用
」
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
員
」
へ
と
多
様
化
し
つ
つ
あ
り
、

多
重
構
造
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
現
地
採
用
」
と
し
て

雇
わ
れ
た
日
本
人
女
性
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

調
査
対
象
者
に
関
す
る
集
計
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
、
対
象
者
は

現
地
社
会
に
お
い
て
、
管
理
職
と
専
門
職
に
就
く
者
が
大
半
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　
後
半
で
は
、
第
4
章
か
ら
第
6
章
に
か
け
て
、
本
調
査
の
主
な
目

的
で
あ
る
日
本
人
女
性
対
象
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
の
変
容
と
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
質
的
な
調
査
に
よ
っ
て
実
証
分
析
し
て
い
る
。

　
第
4
章
で
は
、
調
査
対
象
者
が
日
本
に
い
た
頃
、
彼
女
た
ち
の
背

景
、
す
な
わ
ち
出
身
家
族
、
学
校
教
育
と
職
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
役
割
分
業
を
体
験
し
た
「
語
り
」
か
ら
、
日
本
社
会
に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
役
割
分
業
の
実
情
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
調
査
対
象
者
の
移
住
す
る
以
前
の
意
識
、
特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

意
識
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
五
〇
人
以
上
の
調
査
対
象
者
は
、

当
初
の
移
動
・
移
住
動
機
を
、
「
日
本
脱
出
長
期
滞
在
型
」
、
「
海
外

体
験
帰
国
型
」
、
「
海
外
留
学
生
型
」
そ
し
て
「
家
族
結
合
型
」
と
い

っ
た
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
研
究

の
調
査
対
象
者
の
移
住
動
機
に
つ
い
て
、
個
人
の
詳
細
な
動
機
を
含

み
な
が
ら
、
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全

体
的
に
理
解
し
や
す
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
第
5
章
で
は
、
調
査
対
象
者
か
ら
、
日
本
の
生
活
と
の
比
較
を
通

し
て
、
移
住
後
の
生
活
変
容
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
デ
ー
タ

が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
で
は
、
実
力
主
義

に
基
づ
く
働
き
方
、
人
材
流
動
化
に
よ
る
高
い
転
職
率
な
ど
の
雇
用

実
情
が
あ
る
。
次
に
、
ホ
ス
ト
社
会
で
は
、
育
児
と
家
事
に
関
す
る

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
た
め
、
女
性
に
有
利
な
労
働
環
境
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
調
査
対
象
者
た
ち
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
ア
ジ
ア
大
都
市
で
、
身
に
付
け
た
外
国
語
を
「
武
器
」
に
す

る
戦
略
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
職
業
経
験
を
積

む
こ
と
が
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
の
上
昇
に
つ
な
が
る
一
つ
の
手
段
で

174



牛寺　別　記　事

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
日
本
人
女
性
対
象
者
の
多
数
が
、

「
現
地
採
用
」
で
あ
っ
て
も
、
現
地
ホ
ス
ト
社
会
で
の
職
場
と
家
庭

生
活
を
肯
定
的
に
語
っ
て
い
た
。

　
第
6
章
で
は
、
本
調
査
の
目
的
で
あ
る
意
識
の
変
容
を
九
人
の
事

例
調
査
に
よ
っ
て
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
個
々
の
調
査
対
象
者
は

個
人
と
し
て
の
体
験
が
異
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
主
観
的
な
考
え
方

を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
か
ら
、
個
々
の
移
住
動
機
を
始
め
、
移

住
過
程
と
体
験
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
通
し
て
、
彼
女
た
ち

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
が
再
社
会
化
さ
れ
る
こ
と
を
探
究
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
総
括
的
に
、
移
住
女
性
の
全
体
的
な
意
識
変
容
を
も
た
ら
す

四
つ
の
規
定
要
因
、
「
家
事
と
育
児
の
解
放
」
、
「
夫
の
家
事
と
育
児

分
担
」
、
「
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
再
強
化
」
そ
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識

の
再
社
会
化
」
を
考
察
し
て
い
る
。

　
今
日
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
す
る
中
で
、
様
々
な
目

的
を
持
つ
人
々
が
、
自
発
的
に
国
境
を
越
え
、
新
た
な
生
活
に
挑
む

移
住
者
が
増
加
し
て
い
る
。
本
研
究
で
扱
う
一
時
移
動
・
移
住
者
の

中
に
は
、
現
地
滞
在
が
一
定
の
年
数
を
予
定
し
た
も
の
の
、
結
婚
ま

た
は
就
職
に
よ
っ
て
、
定
住
化
、
ま
た
は
長
期
化
す
る
傾
向
を
示
し

て
い
る
女
性
も
少
な
く
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
例
研
究
に

よ
っ
て
、
調
査
対
象
者
の
滞
在
が
長
期
化
し
て
い
る
間
に
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
観
や
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
変
容
を
鮮
明
に
描
き
出
す
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
本
論
文
の
評
価

　
オ
イ
君
の
研
究
の
独
創
性
は
、
第
一
に
国
際
的
な
観
点
か
ら
日
本

人
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
解
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
女
自

身
が
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
留
学
生
と
し
て
約
一
〇
年
近
く
日
本
に
滞

在
し
て
、
こ
の
間
日
本
語
の
勉
強
か
ら
始
め
、
調
査
研
究
を
重
ね
な

が
ら
、
自
ら
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
家
事
な
ど
の
経
験
を
重
ね
合
わ

せ
て
、
今
回
の
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
で
あ
る
国
際
的
な
移
住
女
性
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
つ
い
て
の
研
究
に
取
り
組
も
う

と
し
た
着
想
は
独
創
的
で
あ
る
。
働
く
女
性
の
意
識
の
変
容
や
母
親

意
識
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
研
究
も
存
在
す
る
が
、
国
際
人
口
移
動

や
国
際
労
働
移
動
の
観
点
か
ら
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
た
研

究
は
今
ま
で
な
か
っ
た
。
北
京
、
上
海
、
香
港
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク

ワ
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
で
現
在

働
い
て
い
る
日
本
人
女
性
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
点
が
独
創
的

で
あ
り
、
国
際
移
動
の
観
点
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
や
キ
ャ
リ
ア
形
成

意
識
を
分
析
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
二
に
日
本
人
女
性
の
「
母
親
意
識
」
の
特
殊
性
や
子
育

て
に
お
け
る
「
三
歳
神
話
」
な
ど
を
外
国
人
の
視
点
か
ら
分
析
し
て

い
る
点
も
独
創
的
で
あ
る
。
日
本
人
女
性
に
特
有
の
労
働
力
率
の
M
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字
型
力
ー
ブ
に
対
し
て
、
子
育
て
期
の
外
国
人
労
働
力
の
導
入
に
つ

い
て
も
一
つ
の
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
つ
い
て
も
、
日
本
企
業
に
な
お
残
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
に
つ

い
て
も
、
国
際
的
な
視
点
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
て
、
説
得
力
を
持
っ

て
い
る
。

　
博
士
論
文
と
し
て
評
価
で
き
る
第
三
点
目
は
、
理
論
的
考
察
と
実

証
的
な
事
例
分
析
と
を
統
合
さ
せ
て
展
開
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
前

半
で
は
主
と
し
て
国
際
的
な
人
口
移
動
論
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
社
会

化
・
再
社
会
化
論
を
め
ぐ
る
理
論
的
な
考
察
と
既
存
統
計
資
料
の
デ

ー
タ
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
後
半
部
分
で
そ
れ
ら
の
考
察
を
踏

ま
え
て
、
上
海
・
北
京
・
香
港
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
な
ど
の
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
に
移
住
し
た
高
学
歴
の
日
本
人
女
性
、

五
五
名
に
つ
い
て
移
住
前
と
移
住
後
の
体
験
や
意
識
の
変
化
を
類
型

化
し
て
、
ア
ジ
ア
大
都
市
圏
で
就
職
し
な
が
ら
、
異
文
化
・
社
会
で

特
に
仕
事
、
家
庭
、
地
域
社
会
で
の
新
し
い
生
き
方
を
体
験
す
る
こ

と
が
ど
の
よ
う
な
戦
略
や
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て

て
実
証
的
に
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
彼
女
の
ユ
ニ
ー
ク
な
評
価
の
第
四
点
目
は
、
比
較
社
会
学
の
方
法

意
識
で
あ
る
。
前
述
の
実
証
的
な
事
例
分
析
を
通
じ
て
、
移
住
女
性

の
全
体
的
な
意
識
変
容
を
も
た
ら
す
大
き
な
要
因
と
し
て
「
家
事
と

育
児
の
解
放
（
軽
減
）
」
、
「
夫
の
家
事
と
育
児
分
担
」
、
「
キ
ャ
リ
ア

意
識
の
再
強
化
」
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
再
社
会
化
」
な
ど
の
動
き

を
明
ら
か
に
し
て
、
今
後
の
比
較
社
会
学
の
試
み
を
展
望
し
て
い
る
。

方
法
論
的
に
も
、
質
的
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究

に
際
し
て
、
異
文
化
や
複
数
言
語
の
使
用
な
ど
困
難
な
面
も
あ
っ
て
、

比
較
社
会
学
の
調
査
方
法
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
オ
イ
君
は
、
マ

レ
ー
語
、
英
語
、
中
国
語
、
日
本
語
と
四
力
国
語
を
駆
使
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
的
背
景
や
歴
史
な
ど
に
も
精
通
し
て
い
る
。
今
後
の

展
開
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
に
お
い
て
も
考
察
が
不
充
分
で
今
後
の

課
題
と
す
べ
き
点
も
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
理
論
的
な
考
察
に
関

し
て
言
え
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
め
ぐ
る
意
識
変

容
に
関
す
る
社
会
意
識
論
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
体
験
、
状
況

の
定
義
・
再
定
義
、
意
識
と
行
動
、
戦
略
な
ど
を
め
ぐ
る
「
行
為
理

論
」
の
基
礎
的
な
考
察
や
国
際
人
口
移
動
論
に
加
え
て
、
国
際
的
な

社
会
移
動
論
（
q
き
撃
＆
2
巴
。
a
8
巨
日
3
≡
な
）
、
階
層
移
動

の
視
点
な
ど
を
取
り
入
れ
て
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
階
級
・
階
層
の
観
点
は
、
重
要
で
あ
ろ

う
。　

第
二
に
、
社
会
調
査
に
関
し
て
言
え
ば
、
対
象
者
の
時
系
列
的
な

縦
の
系
譜
が
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
移
住
以
前
に
対
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
回
想
法
で
あ
っ
て
、
パ
ネ
ル
調
査
で
は
な
い
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し
、
ど
の
よ
う
な
成
育
歴
や
学
歴
・
職
歴
や
家
族
関
係
な
ど
が
移
住

動
機
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
移
住
後
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
や
キ

ャ
リ
ア
意
識
の
変
容
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
は
個
々
の
事
例
に
お

い
て
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
欲
を
言
え
ば
、
よ
り
深
い
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
、
更
に
移
住
前
と
移
住
後
と
い
う
二
時
点
の
時
間
設
定
に

加
え
て
、
今
後
も
う
少
し
調
査
対
象
者
の
ま
①
ω
8
曙
、
豪
Φ
霞
甲

8
曙
に
そ
っ
た
、
よ
り
長
期
的
な
縦
断
的
な
調
査
（
一
畠
臓
ε
α
ヨ
巴

の
ξ
＜
身
）
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
点
目
は
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
」
を
掲
げ
た
場
合
に
は
、
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
意
識
だ
け
で
は
な
く
て
、
男
性
移
住
者
を
含
む
、

移
住
動
機
や
移
住
過
程
を
調
査
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
異
と
日
本
人
、

ホ
ス
ト
社
会
の
差
異
を
も
比
較
す
る
複
合
的
比
較
が
必
要
で
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
i
差
異
を
意
識
す
る
と
、
欧
米
男
性

と
ア
ジ
ア
男
性
の
差
異
も
出
て
く
る
し
、
女
性
雇
用
の
欧
米
型
と
ア

ジ
ア
型
の
違
い
も
も
っ
と
は
っ
き
り
と
現
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ア

ジ
ア
発
展
途
上
国
か
ら
の
出
稼
ぎ
女
性
労
働
者
た
ち
の
「
メ
イ
ド
雇

用
」
を
前
提
と
し
た
上
で
の
、
既
婚
女
性
た
ち
の
継
続
就
労
タ
イ
プ

は
、
男
性
の
家
事
参
入
を
阻
む
、
新
た
な
性
別
役
割
分
業
の
国
際
分

業
版
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
「
国
際
人
口
移

動
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
は
複
合
的
・
重
層
的
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
存
在
し
て
い
る
が
、
オ
イ
君
の
研
究
成

果
は
な
お
独
創
的
で
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
本
人
も
十
分
自
覚

し
て
お
り
、
将
来
克
服
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
価
値
を
損

な
う
も
の
で
は
な
い
。
結
論
と
し
て
、
審
査
員
一
同
は
、
オ
イ
シ

ョ
ン
ゴ
ウ
君
に
博
士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与

す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
七
月
二
〇
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